
2012年度 早稲田大学 文学部
日本史 解答例

Ⅰ 縄文文化と弥生文化 ＜やや易＞

問１草創 問２オ 問３ア 問４イ・エ 問５エ 問６イ

問４はオを正文とした人もいるだろうが、早稲田大学のウェブサイトにある文学部

・高橋龍三郎教授の次の文章から判断した。「考古学者の間では、縄文の部族社会

は階層性のない平等な社会だったと考えられてきました。しかしまったくリーダー

のいない社会から、いきなり首長制社会へ移行するということは、現実にはありえ

ません。『社会は進化する』という考え方に立てば、縄文の部族社会の中にも、首

長制へ至るまでに細かく段階を踏んだプロセスがあるはずです。」これを読むと

「完全な平等社会」と言い切るこの選択肢は正文とは言えないだろう。問６はより

判断に苦しむ難問。弥生時代にも石鏃が存在したことや、北部九州にあらわれた遠

賀川式土器の存在からイを正文、エを誤文と判断した。

Ⅱ 古代の貨幣 ＜やや易＞

問１武蔵 問２和同開珎 問３富本銭 問４エ

問５オ 問６エ 問７ア 問８エ

空欄Ｃ・Ｄは、リード文中の最後に登場する空欄で判別できる。問６がやや難しい

だろう。蓄銭叙位令は、早稲田では何度も何度も出題されている。今回は「叙位」

を書かせるわけでもなく、史料が問われたわけでもなく、非常に易しい問題であっ

た。

Ⅲ 中世の政治 ＜易＞

問１和田義盛 問２ウ 問３霜月騒動

問４ウ 問５エ 問６足利基氏 問７イ

問５が難しく感じられたかもしれないが、早稲田対策としては欠かせない戦国時代

からの出題なので正解したい。問７のような戦国大名の出自を問う問題も、過去に

幾度も出題されている。
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Ⅳ 江戸時代の農政 ＜易＞

問１村請 問２エ 問３イ・エ 問４分地制限

問５備中 問６ウ 問７ウ

これまた早稲田大学では定番テーマからの出題。江戸時代の産業は、山川出版の

『詳説日本史』などの太字を頼りに学習していると、実際の入試での出題頻度とズ

レすぎて悲惨なことになる。問６の「諸国山川掟」は難しかっただろうが、早稲田

予備校では夏期講習の「早慶難関大の日本史」で類似問題を解いていた上に、直前

講習の「早慶大日本史最終チェック」でも記述問題を出して備えてあった。ズバリ

的中に喜んでくれた受験生がいることだろう。

Ⅴ 近現代の政治・文化 ＜標準＞

問１森有礼 問２後藤象二郎 問３ア・ウ 問４大隈重信 問５オ

問６ウ 問７新人会 問８ウ・エ 問９イ 問10ア

問８はどれを正解とするかに悩まされた。まず、はっきりと判別できるのがア・イ

・ウ。ア・イが明らかな正文で、ウは明らかな誤文である。いっぽう、エはほとん

どの高校日本史の教科書には記述がないものの、五私鉄疑獄事件や松島遊廓疑獄な

どの「政党の疑獄事件」といえる事実があるため、正文と言える。また、オについ

ては「多数を占める政党」という部分が、第二党の党首が組閣したことがしばしば

あるため誤文だという見方があるものの、各教科書では次のような記述がなされて

いるため、これを正文と解釈することも一般的である。三省堂『日本史Ｂ』新版で

は「加藤内閣以後、1932年の五・一五事件で犬養毅首相が暗殺されるまで、衆議院

で多数議席をもつ政党を中心に政党総裁が組閣する政党内閣が慣例となった（憲政

の常道）」。清水書院『詳解日本史Ｂ』では「護憲三派内閣の成立から，1932年の

五・一五事件で犬養内閣が倒れるまで，衆議院多数党が政権を担当する「憲政の常

道」（尾崎行雄の言）が慣例となり……」。東京書籍『日本史Ｂ』では「憲政会総

裁加藤高明を首相とする護憲三派内閣が成立した。以後，1932(昭和7)年の五・一五

事件まで，元老である西園寺公望も政党の力を尊重し，原則として衆議院の多数党

の党首を後継首相に推薦し，政党内閣が政権を担当することが慣例となった。この

慣例は当時「憲政の常道」とよばれた」。以上のことから、正解をウ・エもしくは、

ウ・オとするのには無理がある。ここでは教科書の記述を優先して、オを正文と判

断した。
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Ⅵ 中世・近世の絵画 ＜やや易＞

問１エ・オ 問２ウ 問３安土城 問４オ 問５イ 問６南蛮

毎年文学部では、最後の問題が美術史からの大問となる。図版が使用されるのも定

番となっている。今年は大変わかりやすい図版であった。難問と言えるのは問４の

みである。

講評

文学部の問題は「易しい」と評価されがちだが、本当に易しいかどうかは各人に

よって違うだろう。ここでは受験界の入試出題率と照らし合わせて、出題率の低い

ものを難問として判断している。山川出版の『詳説日本史』などの教科書に記述が

あるかないかとか、用語集にある教科書掲載数などは考慮していない。自分で解い

て感じた難易度と、ここに表示されている難易度を見くらべると、受験レベルに達

しているかがわかるはずだ。


